
番組審議委員会議事録 

株式会社 衛星劇場 

 

１．開催年月日       平成 20年 12月 15日（火）１２：００～１３：３０ 

 

２．開催場所         東武ホテル 

 

３．委員の出席       委員総数  7名 

出席委員数 6名 （小山觀翁、山内静夫、品田雄吉、田中康義、 

堀江ミエ子、安井憲彌） 

欠席委員数 1名 （中村芝翫） 

 

４．放送事業者側出席       7 名 （久松猛朗 [代表取締役社長]、山崎克己[常務取締役・

技術担当]、福島幸一[取締役・営業担当]、深田誠剛[編

成部長]、井田寛[編成部長]、鵜澤由紀[編成課長]、堀達

也[編成課長]） 

 

５．議事の概要 

・衛星劇場及びホームドラマチャンネルの現状報告 

・今後の放送番組について 

・出資作品の現状報告 

・その他 

 

６．議事内容 

    今年度を振り返って 

・衛星劇場 

2008年は厳しい１年。 

10月より HD放送の開始。これにより松竹の過去の古い作品の掘り起こしを

始める。 

・ホームドラマチャンネル 

時代劇の強化。 

韓国ドラマは９枠に増やし、ベーシック初作品などにもチャレンジしていく。 

10周年企画番組「虹への手紙」を製作。スカパーのアワードを受賞。 

作品購入は、テレビ朝日、日本テレビなどから直接買い付けを始める。 

『がんばれ！クムスン』の後番組は『空くらい地くらい』放送開始。 



・営業報告 

衛星劇場、ホームドラマともに、苦しい状況が続く。 

『イ・サン』でプロモーションを展開。コンテンツ次第ではまだ回復できる

のではないか？ 

・製作出資 

今後公開が控えている中では、『ゆれる』の西川美和監督の最新作『Dear 

Doctor』は作品的に期待大。 

 

 

 

以上 


